
発
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の
辞

春
秋
会
は
昭
和
３３
年

（１
９
５
８

年
）
７
月
５
日
大
阪
弁
護
士
会
の

一

会
派
と
し
て
創
立
総
会
を
開
い
て
い

る
の
で
、
２
０
０
８
年
７
月
５
日
を
も
っ
て
満
５０
年
と
い
う
大
き
な
区
切
り
を

迎
え
た
。
当
初
の
会
員
は
６０
余
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
で
は
５
４
５
名

（平
成
２０
年
１０
月
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
当
初
の
設
立
の
趣
旨
は
大
阪
弁
護

士
会
の
役
員
選
挙
の
弊
風
を
打
破
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
活

動
の
範
囲
は
日
を
追
う
ご
と
に
拡
が
っ
て
行

っ
た
。
こ
の
半
世
紀
春
秋
会
は
大

阪
弁
護
士
会
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
幾
多
の
役
員
、

委
員
を
派
遣
し
人
権
擁
護
、
消
費
者
問
題
、
公
害
環
境
問
題
、
業
務
改
革
問
題
、

司
法
問
題
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
く
に

現
在
２‐
世
紀
日
本
社
会
の
構
造
改
革
の
大
き
な
柱
と
し
て
司
法
制
度
の
大
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
春
秋
会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
得

た
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
自
負
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
春
秋
会
が

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
大
阪
弁
護
士
会
の
会
員
の

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

そ
こ
で
春
秋
会
は
、
春
秋
会
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
員
会
を
設
置
し
６
本

の
記
念
行
事
を
行

っ
た
。

①
記
念
式
典

（平
成
２０
年
１０
月
１７
日
　
大
阪
弁
護
士
会
館
）

春
秋
会
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
　
次
宿
休

斗
刻
　
一
Ｅ
い

②
記
念
講
演
会

（平
成
２０
年
１０
月
１７
日
　
大
阪
弁
護
士
会
館
　
作
家
高
村
薫
氏
）

③
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

谷平
成
２０
年
８
月
２６
日
及
び
同
年
９
月
１７
日
　
法
曹
人
口
問
題
と
司
法
改
革

大
阪
弁
護
士
会
館
）

④
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

（平
成
２０
年
１０
月
１
日
　
ア
ー
ト
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

⑤
記
念
誌
の
発
刊

（平
成
２‐
年
２
月
予
定
）

⑥
記
念
海
外
旅
行

（平
成
２‐
年
２
月
　
ベ
ト
ナ
ム
）

こ
の
よ
う
な

一
連
の
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
本
書
を
発
刊
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
発
刊
の
目
的
は
単
に
春
秋
会
の
過
去
半
世
紀
の
活
動

を
振
り
返
る
だ
け
で
な
く
春
秋
会
が
今
後
さ
ら
に
発
展
を
つ
づ
け
る
た
め
に
何

が
必
要
か
を
考
え
る
道
標
た
ら
ん
と
す
る
も
の
あ
わ
せ
て
春
秋
会
会
員
の
求

心
力

。
結
束
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
日
、
皆
様
に
本
書
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
実
行
委
員
会
と
し
て
責

任
の
一
端
を
果
た
し
た
と
い
う
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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１
９
５
８
年

（昭
和
３３
年
）
７
月

―
．　
　
５
日
に
春
秋
会
が
創
立
さ
れ
て
５０
年

が
経
過
し
、
歩
ん
で
き
た
道
程
を
回

顧
し
、
明
日
へ
の

一
里
塚
と
な
る
５０
周
年
記
念
誌
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
お
慶

び
し
ま
す
。
昨
年
８
月
か
ら
１０
月
ま
で
、
２
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ゴ
ル
フ
、

そ
し
て
式
典
、
講
演
な
ど
の
多
彩
な
記
念
行
事
が
順
次
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
会
員
の
皆
様
、
会
派
外
の
弁
護
士
の
皆
様
、
そ
し
て
市
民
の
方
々
の

多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
暖
か
い
ご
支
援
、
熱
意
溢
れ
る
ご
協
力
の
下
で
、

成
功
裏
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
誌
上
を
お
借
り
し
て
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
選
挙
の
公
正

・
明
朗
を
計
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
春
秋
会
は
、
こ

の
目
的
を
達
成
し
た
後
も
、
「弁
護
士
会
の
社
会
的
使
命
に
対
す
る
深
い
認
識

と
反
省
の
も
と
に
、
会
員
相
互
の
研
鑽
、
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
大
阪
弁

護
士
会
の
弊
風
を
刷
新
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
」
と
い
う
目
的

（規

約
第
２
条
）
の
下
で
、
会
派
と
し
て
活
動
を
継
続

。
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
数
は
創
立
時
の
６０
名
か
ら
５
５
０
名
に
増
え
、
こ
の
１０
年
間
で
は
約

１
４
０
名
も
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
大
弁
会
長
３
名
、
日
弁
連
会
長
２
名
の

ほ
か
、
大
阪
弁
護
士
会
の
執
行
部
、
常
議
員
会
、
委
員
会
な
ど
に
多
く
の
委

員
を
送
り
出
し
、
大
阪
弁
護
士
会
の
中
核
を
担
い
、
日
弁
連
の
活
動
で
も
大

き
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
活
動
の
根
幹
で
あ
る
幹
事
会
と
政
策
、

広
報
、
研
修
、
親
睦
の
各
委
員
会
や
若
手
会
の
活
動
を
重
視
し
た
会
務
運
営

春
秋
△雰
常
任
幹
事

齋

藤

と

も

よ

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
法
曹
界
の
こ
の
１０
年
間
は
、
１
９
９
９
年
に
司
法
制
度
改
革
審
議
会

が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
２
０
０
１
年
に
審
議
会
意
見
書
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
く
多
数
の
立
法
、
法
科
大
学
院
、
法
テ
ラ
ス
の
設
立
、
運
営
も
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
５
月
か
ら
の
裁
判
員
裁
判
の
実
施
と
被
疑
者
国
公
選
の
拡
大
を

残
す
の
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
後
最
大
の
司
法
改
革
の
中
で
、
当
会
は
、
社

会
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
弁
護
士
の
役
割
を
位
置
づ
け
、
日
本

社
会
の
法
化
お
よ
び
官
僚
司
法
制
の
廃
止
、市
民
的
裁
判
官
制
度

（法
曹

〓
死
）

と
陪
参
審
の
実
現
を
掲
げ
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
２‐
世
紀
の
日
本
社
会
に

あ
る
べ
き
司
法
を
見
据
え
規
約
第
２
条
の
目
的
を
果
た
す
道
を
模
索
し
て
き

ま
し
た
。

５０
周
年
事
業
は
、
法
曹
人
口
の
増
加
に
伴
う
会
員
数
の
増
加
に
対
応
し
求

心
力
を
強
め
る
た
め
、
円
滑
な
会
務
運
営
の
基
盤
整
備
を
さ
ら
に
進
め
、
司

法
試
験
合
格
者
数
の
適
正
化
を
求
め
る
決
議
案
を
巡
る
意
見
交
換
会
や
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
会
の
伝
統
で
あ
る
談
論
風
発
の
気
風
を
高
め
、
平

和
、
人
権
、
そ
し
て
弁
護
士
の
業
務
な
ど
幅
広
い
分
野
の
活
動
を
共
有
し
て
一

体
感
を
醸
成
し
、
顔
の
見
え
る
暖
か
い
人
間
関
係
を
育
て
る
大
き
な
契
機
と

な
っ
た
と
確
信
し
ま
す
。

最
後
に
、
５０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
日
の
年
に
常
任
幹
事
に
就
任
し
た
こ
と

を
光
栄
に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
対
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

５０
周
年
を
迎
え
て
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司
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